
掲　

示　

板

　
◆
山
田
高
校

　

芸
術
三
科
合
同
発
表
会

　

山
田
高
校
の
芸
術
科
（
美

術
・
書
道
・
音
楽
）
に
よ
る
作

品
展
示
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
９
日
（
水
）
～

１
月
14
日
（
月
・
祝
）

９
時
～
17
時

※

入
場
無
料
。
最
終
日
は
15
時
ま
で

【
場
所
】
香
美
市
立
美
術
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
立
山
田

高
等
学
校
☎
52
・
３
１
５
１

◆
龍
河
洞
ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
が
映
す

太
古
の
ロ
マ
ン
、
龍
河
洞
ク
リ

ス
マ
ス
ナ
イ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
の
キ
ャ
ン
ド
ル

装
飾
に
加
え
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
バ
ル
ー
ン
装
飾

に
よ
っ
て
、
大
幅
に
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

龍
河
洞
が
楽
し
め
ま
す
。

　

恒
例
の
ナ
イ
ト
カ
フ
ェ
や
ス

ト
リ
ー
ト
マ
ル
シ
ェ
も
出
店
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
23
日
（
日)

17
時
30
分
～
21
時
30
分

※

最
終
入
洞
21
時

【
場
所
】
龍
河
洞
エ
リ
ア

【
内
容
】
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

＆
バ
ル
ー
ン
装
飾
・
キ
ャ
ン
ド

ル
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン

ド
ル
教
室
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

【
入
洞
料
】※

予
定

大
人
＝
１
０
０
０
円

高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

小
学
生
以
下
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
株
）
龍
河

洞
み
ら
い
☎
52
・
８
４
４
８

　
h
ttp://w

w
w

.ry
u
g
ad

ou
.or.jp/

た
だ
い
ま

指
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
に
「
ど
う
し
て
日

本
を
選
ぶ
の
か
」
と
聞
か
れ
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
違
う
文
化

や
言
語
を
経
験
し
た
い
か
ら
で

す
。
私
は
日
本
語
を
学
び
た
い

で
す
。
私
の
趣
味
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
言
語
を
学
ん
だ
り
、
世
界

中
を
旅
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
高
知
工
科
大
学
を
選
び

ま
し
た
。
３
年
間
の
奨
学
金
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
も
理
由
の
一

つ
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
私
は
、

専
門
研
究
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
は
現
在
、

川
原
村
研
究
室
で
薄
膜
作
製
の

研
究
助
手
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
日
曜
、
『
日
本
末
日
聖

徒
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
教
会
』
に

行
き
ま
す
。
私
は
皆
さ
ん
と
友

だ
ち
に
な
り
た
い
。
ス
ペ
イ
ン

語
を
勉
強
し
た
い
方
、
英
語
を

練
習
し
た
い
方
は
、
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の

周
り
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

No.１３９

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私

は
カ
ル
ロ
ス
と
申
し
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら
来

ま
し
た
。
９
月
25
日
に
香
美
市

に
来
た
ば
か
り
で
す
が
、
素
晴

ら
し
い
経
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
来
る
前
、
私
は
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
イ
ン
テ
ル
と

い
う
会
社
で
ウ
ェ
ッ
ト
エ
ッ
チ 

(

半
導
体
製
造
に
お
け
る
重
要

な
工
程) 

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
。
テ
キ
サ

ス
Ａ
＆
Ｍ
大
学
の
化
学
工
学
の

修
士
号
を
勉
強
し
ま
し
た
。
私

は
イ
ン
テ
ル
で
の
仕
事
を
や
め

て
研
究
を
続
け
、
博
士
号
を
目

メ
ヒ
ア
・
ホ
セ
・
カ
ル
ロ
ス

ア
メ
リ
カ
／
オ
レ
ゴ
ン
州

ＨＰ

１８Kami１９ Kami

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

解答は今月
号の誌面に
あるよ。

全問正解者の中から抽選で
合計３名様に贈呈！
※当選者は誌面で発表します

クルミ工房（土佐山田町）

世界にひとつだけの世界にひとつだけの
木製名刺入れ木製名刺入れ
世界にひとつだけの
木製名刺入れ
を１名様に！を１名様に！を１名様に！

図書カード図書カード２，０００００円分０円分
を２名様に！を２名様に！
図書カード２，０００円分
を２名様に！

ハガキまたはEメールで①クイズの解答②住

所③氏名④昼間連絡がとれる電話番号⑤誌面

の感想を記入の上、応募してください。応募

は１人１通とさせていただきます。

■応募締切　１２月３１日（月）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１ ※住所記載不要

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

　　　

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２

Ａ．川上様おなばれのクライマックスといえば、

　　鳥毛と羽熊による勇壮な●●●●。

Ｂ．年末年始のごみ収集は、１２月●●日から

　　１月３日までの間休みます。ご注意を！

第 １０４０４回　かみかみクイズクイズ　

応
募
方
法　

第 １０４回　かみかみクイズ　

E

第１０２回当選者　竹本光男さん・折上由紀さん

松岡千津さん・田中美沙子さん（応募総数４９通）

第１０３回の解答　A．７６２　B．龍河洞
　　　　　　　　
　　　　　　　　

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品

や
な
せ
た
か
し

Ｃ龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

　２個の銅鐸には、横の装飾板を上下に立てて長

く埋納されていた痕跡がある。多くの銅鐸は、こ

の姿で出土し、中には破砕され一部が発見される

こともある。このことから、大和朝廷が下賜した

銅鐸は台帳などで管理され、処分方法についても

一律に伝達されていたのではないかと考えられる。

　また、銅鐸は稲作集落や生活用水のための水源

に埋納され、水の安定供給を祈願して納められて

いたのではないかと想像される。

　韮生野、五百蔵、談議所は、１７００年ほど昔、

村長が率いる村が形成されており、大和朝廷に服

属していた。神社の御神体には鏡が多いが、元来

は銅鏡で、神前で祈願する者の心を映すと信じら

れていた。銅鐸は御神体として祀られ、その後銅

鏡に替えられたのかもしれない。

　銅鐸の形状の元は、中央アジアの遊牧民が家畜

の首に付けていた小型鈴という。７月２７日と１１

月３日は川上様の祭礼で、申し出れば現物を見る

ことができる。

　シルクロードか

ら伝わったとする

と、壮大なロマン

が感じられるので

ある。

（香美市文化財保

護審議会・岡村）

　銅鐸とは、厚さ５㍉ほどの銅製鋳物で、大きな

風鈴のような形をしたものである。西暦３００年頃

までの祭事に使用された道具というが、詳しいこ

とは分かっていない。現在では銅が酸化して青緑

色をしているが、当時は真新しい十円玉のような

赤銅色の輝きを放っていたことだろう。

　大和朝廷から下賜されたと思われる銅鐸は、市

内で３個が発見されている。

①大川上美良布神社社宝　高さ約８２㌢

②大川上美良布神社社宝　高さ約６８㌢

③土佐山田談議所村　　　高さ約７０㌢

　現存する大川上美良布神社の銅鐸の一つは、韮

生野村にあった金蔵寺に伝わっていたもの。もう

一つは、五百蔵村から出土したものだという。

　渦巻紋や流水紋で装飾され、内側は木の葉形で

胴下部に帯状の出っ張りがある。本来は、この出

っ張りに銅棒を打って、「ガーン、ガーン」と音

を鳴らしたと考えられる。別名で降鐘とも呼ばれ、

江戸時代の水飢饉には、雨乞いの神事に持ち出さ

れて下部を損傷させている。

第９回  香美市の銅鐸を考察する第９回  香美市の銅鐸を考察する

どうたく

※現存せず

ききん

▲大川上美良布神社の銅鐸
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